
 
Ⅳ

 
草

地
の

造
成

と
利

用
 

 
１

．
牧

草
地

 
  利

用
 

  目
的

  区
 

  分
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
草

 
種

 
と

 
混

 
播

 
割

 
合

 
  

 
 
 
 
 
播

 
 

 
 

 
種

 
  

 
 
 
 
 
 
施

肥
成

分
量

（
㎏

／
１

０
ａ

）
 

  
 
収

 
穫

 
利

 
用

 

   
 
草

 
 
 
 
 
 
種

 
  

播
 

種
 

量
 

  （
㎏

／
1
0
ａ

）
   

 
 
草

種
選

定
の

考
え

方
 

  
 
播

 
種

 
期

 
間

 
   

 
（

播
種

適
期

）
 

 播
種

 
 方

法
 

  地
 

目
  総

量
（

う
ち

元
肥

）
  

 
 
 
 
 
追

 
 

肥
 

  利
 

用
 

期
 

間
  収

 
量

 
  ｔ

／
1
0
ａ

 
 窒

素
  

燐
酸

  
加

里
  

時
期

 
 窒

素
  

加
里

 

  
放

 
  

牧
 

  
利

 
  

用
 

  
又

 
  

は
 

  
採

 
  

草
 

  
用

 
   

青
 

  
刈

 
  

乾
 

  
草

 

  寒
 

 地
 

 型
 

 牧
 

 草
  ﾄ

ｰ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ｽ
ｸ

 
  ｵ

ｰ
ﾁ
ｬ
ｰ
ﾄ
ﾞ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ｽ

 
   

ｲ
ﾀ
ﾘ
ｱ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ｽ

 

  
 
 
 
 
 
2
.
0

 
   

1
.
0
～

1
.
5

 
   

 
 
 
 
 
0
.
5

 

 ①
基

幹
草

種
ト

ー
ル

フ
ェ

ス
ク

 
  

 
、

オ
ー

チ
ャ

ー
ド

グ
ラ

ス
、

 
  

 
 

    ②
イ

タ
リ

ア
ン

ラ
イ

グ
ラ

ス
は

 
  

 
集

約
管

理
で

き
る

と
こ

ろ
の

 
  

み
加

え
る

。
 

  ９
月

下
～

１
０

月
下

旬
 

  （
１

０
月

上
旬

）
 

  散
 

播
   開

墾
地

   ２
８

 
  (

1
0
)

   ３
４

 
  (

3
4
)

   ２
６

 
  (

1
0
)

  放
牧

利
 

 用
の

場
 

 合
 

  １
８

   １
６

  （
放

牧
利

用
）

 
 ３

月
中

旬
～

 
  

 
 
 
１

１
月

中
旬

 
 （

採
草

利
用

）
 

  
 
 
同

 
上

 
  

４
～

５
回

刈
 

  放
牧

 
  

６
～

７
 

  採
草

 
  

７
～

９
 

  既
耕

地
   ２

６
 

  (
8
)

 

  ２
０

 
  (

2
0
)

   ２
４

 
  (

8
)

 

 下
牧

直
 

 後
分

施
   １

８
   １

６
 

  
 
 
 
 
 
計

 
  

3
.
5
～

4
.
0

 

 暖
 

 地
 

 型
 

 牧
 

 草
  ﾊ

ﾞ
ﾋ
ｱ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ｽ

 
  ｲ

ﾀ
ﾘ
ｱ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ｽ

 

  
 
 
 
 
 
3
.
0

 
   

1
.
0
～

1
.
5

 

 ①
基

幹
草

種
バ

ヒ
ア

グ
ラ

ス
 

 ４
月

下
～

８
月

下
旬

 
  （

５
月

下
～

６
月

上
旬

 
  

又
は

８
月

中
旬

）
 

 散
播

 
  開

墾
地

   ３
０

 
 (

1
0
)

   ３
４

 
 (

3
4
)

   ２
８

 
 (

1
0
)

  採
草

利
 

 用
の

場
 

 合
 

  ２
０

   １
８

   
（

放
牧

利
用

）
 

 ２
年

目
以

降
 

 ５
月

上
～

１
０

月
 

 下
旬

 
  

（
採

草
利

用
）

 
 同

上
４

～
５

回
刈

  放
牧

 
  

５
～

６
 

  採
草

 
  

６
～

８
 

 既
耕

地
  

２
８

 
 (

8
)

 
 ２

０
 

 (
2
0
)

  ２
６

 
 (

8
)

 
 刈

取
直

 
 後

分
施

  ２
０

  
１

８
 

  
 
 
 
 
 
計

 
  

4
.
0
～

4
.
5

 

  
 
 
裁

 
   

 
 
培

 
   

 
 
上

 
   

 
 
の

 
   

 
 
注

 
   

 
 
意

 
   

 
 
事

 
   

 
 
項

 

 １
、

牧
草

の
生

育
と

温
度

と
の

関
係

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４

、
施

肥
上

の
要

点
 

  
 
寒

地
型

牧
草

 
 
５

℃
以

下
で

生
育

停
止

、
生

育
適

温
１

５
～

２
０

℃
、

２
２

℃
以

上
で

夏
枯

れ
を

起
こ

し
や

す
い

。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
１

）
目

標
収

量
は

寒
地

型
牧

草
で

７
，

０
０

０
㎏

、
暖

地
型

牧
 

  
 
暖

地
型

牧
草

 
 
１

０
℃

以
下

で
生

育
停

止
、

２
５

℃
以

上
で

旺
盛

な
生

育
を

示
す

。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
草

６
，

０
０

０
㎏

程
度

で
設

定
し

た
。

 
 ２

、
飼

料
畑

造
成

等
の

要
点

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

２
）

追
肥

は
放

牧
型

で
は

下
牧

直
後

、
採

草
型

で
は

刈
り

取
り

 
  

 
（

１
）

未
墾

地
等

の
飼

料
畑

造
成

順
序

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
直

後
の

施
用

を
主

体
と

す
る

が
、

生
育

時
期

の
要

求
量

に
応

 
  

 
 
 
 
 
 
 
障

害
物

除
去

→
土

壌
改

良
資

材
半

量
施

用
→

耕
起

→
土

壌
改

良
資

材
半

量
施

用
→

施
肥

→
播

種
→

（
覆

）
鎮

圧
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
じ

て
配

分
施

用
す

る
。

 
  

 
（

２
）

耕
起

深
度

は
１

５
㎝

程
度

と
し

、
砕

土
整

地
は

丁
寧

に
お

こ
な

う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

３
）

火
山

灰
土

壌
で

は
燐

酸
を

３
割

増
程

度
と

す
る

。
 

 ３
、

栽
培

上
の

要
点

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

４
）

土
壌

検
定

を
行

い
、

土
壌

改
良

資
材

を
施

用
す

る
。

 
  

 
（

１
）

播
種

床
の

条
件

が
悪

い
場

合
の

播
種

量
は

２
０

～
５

０
％

程
度

増
量

す
る

。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
熔

 
燐

 
 
炭

カ
ル

 
 
 
 

堆
厩

肥
 

  
 
 
 
 
 
 
 
但

し
、

イ
タ

リ
ア

ン
ラ

イ
グ

ラ
ス

の
播

種
量

は
増

量
し

な
い

。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

標
準

的
な

 
 
 
開

墾
地

 
 
 
１

２
０

 
 
４

０
０

 
 
 
２

，
０

０
０

 
  

 
（

２
）

バ
ヒ

ア
グ

ラ
ス

は
発

芽
が

悪
い

傾
向

が
あ

る
の

で
、

発
芽

試
験

の
結

果
を

見
て

、
播

種
量

を
加

減
す

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
施

用
量

 
  

 
 

 
特

に
バ

ヒ
ア

グ
ラ

ス
は

硝
酸

加
里

に
よ

る
種

子
の

発
芽

処
理

を
行

う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
㎏

／
1
0
ａ

 
 

既
耕

地
 
 
 
 
 
６

０
 
 
２

０
０

 
 
 
１

，
２

０
０

 
  

 
 
 
 
 
 
 
（

０
．

４
％

 
 
１

８
～

４
８

時
間

浸
漬

）
 

  
 
（

３
）

放
牧

は
草

丈
３

０
～

４
０

㎝
程

度
、

採
草

利
用

で
も

５
０

㎝
以

上
と

し
な

い
。

不
食

雑
草

の
掃

除
刈

り
の

実
施

。
 

 
 

 
 
 
 
 
 
（

５
）

２
年

目
か

ら
の

元
肥

は
、

早
春

肥
と

し
２

月
～

４
月

に
施

 
  

 
（

４
）

２
年

目
以

降
の

夏
刈

れ
等

の
裸

地
部

分
に

は
逐

次
追

播
し

て
草

地
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
用

す
る

。
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２

．
芝

草
地

 
  利

用
 

 目
的

   
 
 
 
 
草

 
 
 
 
 
 
種

 
  

造
成

方
法

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
栽

 
 

 
培

 
 

 
上

 
 

 
の

 
 

 
要

 
 

 
点

 
  

 
 

 
備

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
考

 

   
放

 
  

牧
 

  
利

 
  

用
 

 芝
自

生
種

及
び

市
販

苗
 

 挿
苗

法
 

 １
．

マ
ッ

ト
状

に
堀

取
っ

て
き

た
苗

を
丁

寧
に

ほ
ぐ

し
、

1
0
～

1
5
㎝

に
切

り
そ

ろ
え

調
整

す
る

。
 

 ２
．

唐
鍬

を
打

ち
込

み
少

し
手

前
に

引
き

起
こ

し
、

２
～

３
本

の
苗

を
１

株
と

し
、

頭
部

を
３

～
４

 
  

㎝
の

ぞ
か

せ
て

差
し

込
み

強
く

踏
み

つ
け

る
。

 
 ３

．
植

え
付

け
間

隔
は

１
ｍ

程
度

、
植

え
付

け
時

期
は

４
～

９
月

の
乾

ば
つ

期
を

除
く

と
い

つ
で

も
 

  
可

能
。

１
０

ａ
当

た
り

２
～

３
㎡

の
マ

ッ
ト

状
シ

バ
苗

が
必

要
。

 

 ＊
シ

バ
草

地
の

維
持

管
理

 
 １

．
雑

か
ん

木
は

繁
茂

を
防

止
す

る
た

め
適

宜
刈

払
い

を
行

 
  

う
。

適
当

な
放

牧
が

行
わ

れ
て

い
れ

ば
雑

草
は

ほ
と

ん
ど

 
  

繁
茂

し
な

い
。

 
 ２

．
シ

バ
草

地
は

無
肥

料
で

管
理

す
る

と
、

最
も

安
定

的
に

 
  

利
用

で
き

る
。

草
量

が
不

足
す

る
と

き
は

、
１

０
ａ

当
た

 
  

り
５

㎏
／

年
程

度
の

窒
素

肥
料

を
追

肥
す

る
と

収
量

が
約

 
  

２
倍

に
増

加
す

る
。

 
 ３

．
追

肥
に

よ
り

雑
草

が
侵

入
・

増
加

す
る

の
で

極
端

な
多

 
  

肥
を

さ
け

る
。

 

 芝
自

生
種

及
び

市
販

苗
 

 ポ
ッ

ト
苗

法
 

 １
．

園
芸

用
の

紙
ポ

ッ
ト

（
直

径
３

㎝
×

深
さ

７
㎝

）
を

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

箱
（

４
０

㎝
×

６
０

㎝
）

 
  

に
セ

ッ
ト

し
ハ

ウ
ス

又
は

露
地

で
育

苗
す

る
。

 
 ２

．
ふ

る
い

を
通

し
た

土
に

、
Ｎ

、
Ｐ

、
Ｋ

各
１

０
％

の
化

成
肥

料
を

重
量

比
で

５
％

程
度

加
え

た
 

  
も

の
を

育
苗

床
に

し
、

１
０

㎝
程

度
に

切
断

し
た

な
え

を
差

し
込

み
潅

水
し

て
根

元
を

丁
寧

に
押

 
  

さ
え

る
。

そ
の

後
は

、
表

面
が

乾
か

な
い

程
度

に
潅

水
す

る
。

 
 ３

．
２

～
３

カ
月

で
ポ

ッ
ト

内
に

細
根

が
広

が
る

。
植

え
付

け
は

、
蜂

の
巣

状
の

紙
ポ

ッ
ト

を
ほ

ぐ
 

  
し

、
ポ

ッ
ト

ご
と

植
え

付
け

る
。

 
 ４

．
植

え
付

け
は

、
１

㎡
当

た
り

１
～

２
株

程
度

の
間

隔
で

植
え

付
け

る
。

 
 ５

．
根

元
に

少
量

の
緩

効
性

肥
料

を
施

す
こ

と
に

よ
っ

て
生

育
を

促
進

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 市
 

販
 

苗
 

 撒
き

シ
バ

法
 

 １
．

市
販

の
シ

バ
苗

を
フ

ォ
ー

レ
ー

ジ
カ

ッ
タ

な
ど

で
３

～
４

㎝
断

片
に

細
断

し
、

そ
れ

を
整

地
後

 
  

の
圃

場
に

散
布

す
る

。
 

 ２
．

造
成

時
に

は
１

０
ａ

当
た

り
１

２
束

（
１

束
９

枚
）

～
４

９
束

必
要

で
あ

る
。

苗
を

多
く

散
布

 
  

す
る

と
造

成
期

間
は

短
縮

さ
れ

る
 

 ３
．

造
成

時
に

は
、

苗
の

発
根

及
び

定
着

を
促

進
す

る
た

め
に

過
燐

酸
石

灰
を

１
０

ａ
当

た
り

３
０

 
  

 
㎏

程
度

施
用

す
る

。
窒

素
肥

料
は

雑
草

と
の

競
合

を
増

大
さ

せ
る

の
で

施
用

し
な

い
。

 
 ４

．
シ

バ
苗

の
散

布
は

、
３

月
～

４
月

又
は

９
月

に
行

う
と

よ
い

。
５

月
～

８
月

は
土

壌
水

分
が

多
 

  
 
い

時
期

に
限

定
す

る
こ

と
が

必
要

。
１

０
月

以
降

は
冬

害
が

発
生

す
る

の
で

避
け

る
。

 
 ５

．
定

着
率

を
高

め
る

に
は

ロ
ー

タ
リ

耕
起

等
の

地
表

処
理

が
重

要
で

あ
る

。
 

 ・
造

成
手

順
 

  
 
基

肥
→

耕
起

整
地

(
ロ

ー
タ

リ
耕

)
→

苗
散

布
(
人

力
）

→
 

  
〔

覆
土

・
省

略
し

て
も

可
〕

→
鎮

圧
（

ロ
ー

ラ
）

 
 ・

造
成

初
期

の
管

理
 

  
 
シ

バ
の

幼
植

物
は

初
期

生
育

が
遅

く
シ

バ
の

被
度

が
５

０
 

  
％

を
越

え
る

ま
で

に
半

年
以

上
を

要
す

る
為

雑
草

の
競

合
 

  
を

軽
減

す
る

こ
と

が
重

要
（

放
牧

や
選

択
性

除
草

剤
の

散
 

  
布

）
追

肥
は

行
わ

な
い

か
控

え
め

に
す

る
（

Ｎ
、

Ｐ
、

Ｋ
 

  
で

そ
れ

ぞ
れ

３
～

４
㎏

／
１

０
ａ

程
度

）
 

 市
 

販
 

種
 

子
 

 種
子

造
成

法
 

 １
．

シ
バ

種
子

は
硬

実
で

あ
る

た
め

水
分

吸
収

が
悪

く
、

不
十

分
な

水
分

環
境

で
は

発
芽

し
に

く
い

 
 ２

．
耕

起
造

成
で

は
１

０
ａ

当
た

り
２

㎏
、

不
耕

起
造

成
で

は
５

割
増

の
３

㎏
を

播
種

す
る

。
 

 ３
．

造
成

時
に

は
施

肥
は

一
切

行
わ

な
い

。
 

 ・
造

成
手

順
 

  
耕

起
造

成
＝

耕
起

・
整

地
（

ロ
ー

タ
リ

耕
）

→
播

種
 

  
（

ブ
ロ

ー
ド

キ
ャ

ス
タ

）
→

鎮
圧

（
ロ

ー
ラ

）
 

  
 
不

耕
起

造
成

＝
地

表
の

有
機

物
層

の
除

去
（

重
放

牧
、

 
  

火
入

れ
等

）
→

播
種

（
人

力
）

→
鎮

圧
（

重
放

牧
）

 

 市
 

販
 

苗
 

 張
り

シ
バ

法
 

 １
．

市
販

シ
バ

苗
を

そ
の

ま
ま

の
形

状
又

は
短

冊
状

に
切

断
し

て
移

植
す

る
。

 
 ２

．
植

え
付

け
間

隔
は

１
ｍ

程
度

、
植

え
付

け
時

期
は

４
～

９
月

の
乾

ば
つ

期
を

除
く

と
い

つ
で

も
 

  
可

能
。

 
 ３

．
苗

の
必

要
量

は
、

挿
苗

法
よ

り
著

し
く

増
加

す
る

。
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３

．
ネ

ピ
ア

グ
ラ

ス
に

よ
る

草
地

造
成

 
 

利
用

 
目

的
 

草
 
 
 
 
 
 
種

 
苗

の
種

類
と

移
植

法
 

備
 

考
 

 
放

 
牧

 
利

 
用

 
又

 
は

 
採

 
草

 
用

 

 
矮

性
晩

生
 

（
D
w
a
r
f
 
L
a
t
e
,
D
L
）

 
 

 
冬

期
移

植
法

 
 
１

．
１

１
～

１
２

月
に

節
が

で
き

て
硬

く
な

っ
て

い
る

茎
を

刈
り

取
り

、
葉

部
は

 
牛

に
採

食
さ

せ
る

。
 

 
２

．
耕

起
し

た
畑

に
深

さ
１

０
c
m
程

度
の

畝
を

ひ
き

、
節

が
あ

る
茎

を
並

べ
、
覆

 
土

す
る

。
 

 
３

．
そ

の
上

か
ら

イ
タ

リ
ア

ン
ラ

イ
グ

ラ
ス

を
播

種
す

る
。

 
 
４

．
春

に
イ

タ
リ

ア
ン

ラ
イ

グ
ラ

ス
を

収
穫

後
、
ネ

ピ
ア

グ
ラ

ス
の

萌
芽

が
見

ら
 

れ
る

。
 

 
※

イ
タ

リ
ア

ン
の

刈
取

り
が

遅
れ

、
倒

伏
し

た
場

合
、
ネ

ピ
ア

グ
ラ

ス
の

発
芽

が
著

し
く
 

低
下

す
る

場
合

が
あ

る
の

で
注

意
が

必
要

。
 

・
最

も
省

力
的

な
草

地
造

成
が

可
能

。
 

・
イ

タ
リ

ア
ン

ラ
イ

グ
ラ

ス
の

播
種

に
よ

り
、

移
植

翌
春

の
雑

草
が

抑
制

で
き

る
。

 

 
地

上
茎

苗
 

 
１

．
１

１
～

１
２

月
に

節
が

で
き

て
硬

く
な

っ
て

い
る

茎
を

刈
り

取
り

、
葉

部
は

 
牛

に
採

食
さ

せ
る

。
 

２
．

牛
の

食
べ

残
し

た
茎

を
１

０
０

本
/
㎡

で
並

べ
、

５
ｃ

ｍ
程

土
を

被
せ

て
ビ

 
ニ

ー
ル

で
被

覆
し

、
越

冬
さ

せ
る

。
 

３
．
２

月
下

旬
頃

に
ト

ン
ネ

ル
内

で
萌

芽
が

見
ら

れ
た

ら
、
掃

除
刈

り
お

よ
び

施
肥

を
行

う
。

（
施

肥
量

：
Ｎ

＝
１

０
ｇ

/
㎡

）
 

４
．
４

月
上

旬
に

ビ
ニ

ー
ル

を
撤

去
し

萌
芽

が
見

ら
れ

た
地

上
茎

を
１

５
ｃ

ｍ
程

度
に

切
り

分
け

、
苗

を
生

産
す

る
。

 
５

．
耕

起
し

た
畑

に
２

本
/
㎡

（
株

間
５

０
ｃ

ｍ
×

畝
間

１
ｍ

）
の

密
度

で
手

作
 

業
に

よ
り

移
植

す
る

。
 

※
移

植
の

深
さ

は
１

０
～

１
５

ｃ
ｍ

と
し

、
茎

葉
が

地
上

か
ら

出
る

よ
う

に
移

植
 

す
る

。
 

・
地

下
茎

を
掘

り
出

さ
な

い
た

め
、

翌
年

以
降

も
草

地
の

利
用

が
可

能
 

・
ト

ン
ネ

ル
設

置
と

冬
季

の
管

理
に

伴
う

作
業

お
よ

び
コ

ス
ト

が
必

要
 

・
１

０
月

は
芽

を
出

す
た

め
の

栄
養

を
消

費
す

る
た

め
、

そ
の

時
期

の
刈

り
取

り
は

避
け

る
。

 

セ
ル

苗
 

１
．

地
上

茎
苗

を
生

産
し

、
萌

芽
が

見
ら

れ
た

茎
を

節
ご

と
に

切
断

し
、

セ
ル

 
ト

レ
イ

に
並

べ
、

土
を

入
れ

る
。

 
２

．
耕

起
し

た
畑

に
２

本
/
㎡

（
株

間
５

０
ｃ

ｍ
×

畝
間

１
ｍ

）
の

密
度

で
手

作
 

業
ま

た
は

機
械

に
よ

り
移

植
す

る
。

 
※

移
植

の
深

さ
は

１
０

～
１

５
ｃ

ｍ
と

し
、
茎

葉
が

地
上

か
ら

出
る

よ
う

に
移

植
 

す
る

。
 

・
数

多
く

の
苗

を
生

産
で

き
、
運

搬
が

容
易

で
、
野

菜
移

植
機

や
馬

鈴
薯

移
植

機
を

使
っ

た
省

力
的

な
移

植
が

可
能

。
 

・
水

管
理

お
よ

び
ト

レ
イ

準
備

の
た

め
の

コ
ス

ト
が

必
要

。
 

地
下

茎
苗

 
 
１

．
植

え
付

け
直

前
に

、
生

長
し

た
株

の
地

下
茎

を
掘

り
出

し
、

株
分

け
し

て
 

苗
を

生
産

す
る

。
 

 
２

．
耕

起
し

た
畑

に
２

本
/
㎡

（
株

間
５

０
ｃ

ｍ
×

畝
間

１
ｍ

）
の

密
度

で
手

作
業

に
よ

り
移

植
す

る
。

 
※

苗
の

活
着

率
を

高
め

る
た

め
に

、
降

雨
直

前
に

移
植

株
の

生
育

期
間

を
長

く
取

 
る

た
め

に
、

梅
雨

入
り

前
の

５
～

６
月

に
移

植
。

 

・
作

業
が

１
回

で
す

む
。

 
・

親
株

が
失

わ
れ

、
作

業
時

間
が

多
く

、
地

下
茎

の
掘

り
出

し
は

重
労

働
で

あ
る

た
め

、
大

量
の

苗
を

作
る

に
は

不
向

き
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